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１
月
１４
日
の
支
部
評
議
委
員
会
に
お
い
て
、
菅
会
長

の
後
を
う
け
、
新
会
長
と
な
り
ま
し
た
早
川

和

（た
か

し
）
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
私
の
辿

っ
て
き
た
道
を
紹
介
し
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

そ
の
昔
、
旧
日
本
軍
連
隊
跡
の
兵
舎
を
改
造
し
た
校

舎
の

一
角
で
、
大
分
大
学
学
芸
学
部
の
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

私
は
、
美
術
科
合
格
者
１２
名
と
共
に
式
に
参
列
い
た

し
ま
し
た
。
教
授
各
位
、
武
藤
完

一
、
浜
田
九

一
郎
、

仲
町
謙
吉
等
々
の
お
歴
々
が
揃

っ
て
い
ま
し
た
。

大
学
の
講
座
の
魅
力
に
惹
か
れ
、
ま
じ
め
に
受
講
し

て
い
ま
し
た
が
、
二
年
三
年
経
ち
、
あ
る
講
座
の
単
位

が
と
れ
ず
欠
点
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
Ｓ
教
授
に

講
座
の
特
設
を
お
願
い
し
、
何
と
か
卒
業
単
位
の
習
得

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
教
員
採
用
試
験
を

へ
て
、

直
入
町
の
長
湯
中
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
竹
田

市
を
中
心
に
教
職
の
道
を
た
ど
り
無
事
退
職
に
い
た
り

ま
し
た
。

教
職
生
活
を
通
じ
て
、
美
術
の
時
間
に
生
徒
の
似
顔

わ
の
迪

っ
て
き
た
壇

竹
田
市
支
部
会
長

早

川

　

和

（竹
田
地
区
　
Ｓ
３５
年
卒
）

絵
を
描
か
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
数
は
三
千
余
枚
に
の

ぼ
り
ま
す
。

教
職
を
去

っ
て
も
絵
か
き
人
生
は
続

い
て
い
ま
す
。

石
仏
を
中
心
に

一
水
会

へ
の
出
品
を
続
け
、
地
元
殿
町

自
治
会
長
を
２０
年
余
り

つ
と
め
た
り
も
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
大
分
大
学
学
芸
学
部
、
豊
友
会
の
仲
間
の
支
え
の

お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
こ
の
会
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
恩

返
し
が
で
き
る
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
微
力
で
す
が
、

精

一
杯
が
ん
ば
る
所
存
で
す
。
ご
協
力
ご
支
援
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

副
会
長

金
丸
　
加
代

（菅
生
地
区
　
Ｓ
５１
年
卒
）

大
分
大
学
に
入
学
し
て
か
ら
５０
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

足
ど
り
軽
く
登

っ
た
あ
の
坂
道
も
、
今
で
は
到
底
無
理

で
し
ょ
う

（笑
）
懐
か
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
、
も
う

４０
年
も
訪
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
、
副
会
長
と
い
う
お
役
目
を
お

お
せ

つ
か
り
ま
し
た
。
「豊

友
会
」
が
少
し
で
も
身
近
に

感
じ
ら
れ
る
よ
う
活
動
の
充

実
に
向
け
微
力
な
が
ら
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◇
会
　
長

◇
副
会
長

◇
監
　
事

◇
幹
　
事

和

（
竹

田

）

親
雄

（
入
　
田

）

加
代

（
菅
　
生

）

哲
夫

（
竹
　
田

）

正
次

（
玉
　
来

）

真
弓

（
祖
峰
小

）

０
７
月
末
…
県
会
報
Ｎｏ
ｌ

・
支
部
会
報
発
行

０
７
月
末
～
９
月
初
旬
…
同
窓
会
費
徴
収

（千
三
百
円
）

０
１１
月
初
旬
…
第
２
回
役
員
会

０
１
月
下
旬
…
支
部
評
議
員
会

０
２
月
２５
日

（土
）
…
支
部
定
期
総
会

・
請
演
会

０
３
月
…
県
会
報
ＮＱ
２
ｏ支
部
会
報
臨
時
号
発
行

儘
舞
　
、鬱
議
ｔ
ｌｌｌ
●
―

軽

早
川

重
石

金
丸

鎌
田

菊
池

桑
島

後
藤

山
下

肛て

目巨
えR修

（
祖
　
峰

）

惧
Ｌ

浴

．』
≒
転一罐
．熙

白
丹
小

①

ト

先

=

苺

|  :

本
年
度
役
員

⌒

轟   .
鰺_

『
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今
年
度
、
め
で
た
く
長
寿
の
お
祝
い
を
迎
え
ら
れ
る

会
員
の
皆
様
で
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
白
寿
会
員
９９
歳

（１
名
）

森
田
　
恭
子

（大
正
１３
年
３
月
２８
日
　
長
湯
）

○
卒
寿
会
員
９０
歳

（４
名
）

広
田

稗
田

内
田

後
藤

○
米
寿
会
員
８８
歳

（４
名
）

大
久
保
昭
俊

（昭
和
９
年
５
月
２
日

足
立
　
見
嘉

（昭
和
９
年
Ｈ
月
２１
日

田
辺
　
晃
代

（昭
和
１０
年
２
月
２４
日

麻
生
　
敵
三

（昭
和
１０
年
３
月
１８
日

○
喜
寿
会
員
７７
歳

（３
名
）

後
藤
　
淳

一

（昭
和
２０
年
４
月
２２
日
　
大
分
）

重
石
　
親
雄

（昭
和
２０
年
１０
月
９
日
　
祖
峰
）

一
宮
八
重
子

（昭
和
２１
年
１
月
２１
日
　
松
本
）

今
年
度
の
名
誉
会
員

（８８
歳
以
上

）
は
、

３０
名
で
す
。

敦

（昭
和
７
年
１２
月
１０
日

義
光

（昭
和
７
年
１２
月
２７
日

雄
喜

（昭
和
７
年
１２
月
２９
日

和
芳

（昭
和
７
年
１２
月
３０
日

玉
来
）

竹
田
）

豊
岡
）

松
本
）

都
野
）

竹
田
）

都
野
）

城
原
）

勤
務
し
ま
し
た
。
退
職
後
、
竹
田
市
の
歴
史
資
料
館
専
門

員
と
な
り
、
竹
田
市
の
文
化
財
を
は
じ
め
、
古
代
□
―
マ

や
古
代
ギ
リ
シ
ャ
ま
で
興
味
関
心
を
広
げ
関
す
る
本
も
執

筆
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、
ふ
た
つ
の
遺
跡
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
わ
た
し
た
ち
に
何
か
を
問
い
か
け
て
い
ま

す
。

」

広
田
先

生
よ

、

大

学
一禁

業
後
、

竹
田
市
内
の

中

「ル
ー
マ
ニ
ア
の
二
つ
の
文
化
財
は
？
」

卒
寿
会
員

広
田
　
敦

（玉
来
地
区
　
Ｓ
３０
年
卒
）

繁
栄
は

ロ
ー
マ
時
代
に
引
き
継
が

れ
て

い
る
。
３
世
紀

に
は
、
ゴ
ー

ト
族

の
侵
入

で
破
壊
さ
れ
た
が
、

復

興
し

て

い
る
。
６
世
紀

に
も
、

ス
ラ
ブ
民
族
の
侵
入
を
受
け
た
が
、

復
興
を
遂
げ
て
い
る
＾

と
こ
ろ
が
７
世
紀
後
半
、
港
が

砂

の
堆
積

で
使
え
な
く
な
り
、

周
囲

の
地
形
変
化
と
共

に
船

の
運
行
が
難
し
く
な
り
、

町
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
３
地
の
利
を
生
か
し
町
は
発
展

繁
栄
を
誇

っ
た
が
、
自
然

の
力
を
克
服
で
き
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。

二
‐
「
一

も
う

一
つ
は
野
外
村

落
博
物
館
で
、
吸
血
鬼

ド
ラ
キ

ュ
ラ
の
居
城
の

モ
デ
ル
で
有
名
な
ブ
ラ

ン
城
の
あ
る
ブ
ラ
ン
村

に
設
け
ら
れ

て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
少
数

民
族
が
強
制
移
転
後
、

残
さ
れ
た
家
を
移
築
展

示
し
て
い
る
。
家
畜
小

屋
、
夏
の
台
所
と
庭
で
の
食
事
場
所
、
母
屋
の
天
丼
に

は
乾
草
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
達
は
生
活
用
に

与
え
ら
れ
た
個
人
用
の
土
地
で
、
近
郊
農
業
を
行

い
、

生
活
が
豊
か
に
な

っ
て
い
る
。
同
じ
農
業
を
す
る
人
達

と
の
間
に
格
差
が
生
じ
、
他
の
地
域

へ
の
移
住
を
強
い

ら
れ
る
。
こ
れ
が
革
命
の
発
端
と
な
り
、
１
９
８
９
年

１２
月
に
蜂
起
し
、
チ
ャ
ウ
シ
エ
ス
ク
政
権
を
崩
壊
さ
せ

自
由
化
を
実
現
し
て
い
る
。
強
制
移
住
に
応
じ
な
け
れ

ば
村
落
ま
で
破
壊
し
、
抑
圧
的
な
支
配
を
行

っ
た
政
権

は
自
由
化
の
波
に
抗
う
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
の
で
あ

る
ｃ２

つ
の
文

化
財
は
今
何

を
伝
え
て
い

る
の
だ
ろ
う

か
ｃ
教
え
ら

れ
、
考
え
さ

せ
ら
れ
る
。

●.,‐・■|_

②

ル
ー
マ
ニ
ア
の
ヒ
ス
ト
リ
ア
遺
跡
は
今
に
何
を
伝
え

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
黒
海
沿
岸
に
あ
る
古
代
都
市
の

遺
構
で
、
紀
元
前
６
５
７
年
に
ギ
リ
シ
ャ
人
に
よ

っ
て

造
ら
れ
て
い
る
。
小
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
で
栄
え
、こ
」
の

奮

一
　

一

５
一

‐ずな
驚 麗

も″■諫
′繊
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‐‐‐‐‐‐√燒 ‐‐‐:‐‐‐,



豊友会竹田市支部 同窓会報 2022年 7月 15日発行

罰
鶴
到
句
ａ
員
の
フ

一田
目

日
圏

新
任
校
長
と
し
て

，
　
　
　
　
　
・　
４
「
・「
口
」ね
Ｌ
■

４靱

佛

｝一
灘

鷲

学
校

校
長

後

鰺

≒

擦

午
）

ま
た
こ
の
雄
大
な
久
住
の
山
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
は

・
・
・
。
」
今
年
４
月
着
任
し
た
時

に
最
初
に
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。

今
回
で
４
度
目
の
自
丹
小
学
校
勤
務
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
は
全
校
児
童
１３
名
と
少
人
数
で
す
が
、
「楽
し

い
学
校
　
大
好
き
白
丹
―
自
ら
学
び
　
認
め
合

い
共
に

生
き
る
白
丹

っ
子
―
」
を
教
育
目
標
と
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
以
前
勤
務
し
て
い
た

時
と
の
違

い
は
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
再
結
成
さ
れ
て

い
た
こ
と
で
す
。
再
結
成
に
む
け
て
尽
力
さ
れ
て
い
た

当
時
の
校
長
先
生
の
姿
を
思
い
出
し
感
慨
深
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
み
な
さ
ま
や
保
護
者
の
方
々
の
お
力
も
借
り

な
が
ら
教
職
員
が

一
九
と
な

っ
て
子
ど
も
た
ち
の
教
育

，
こ
〓一一連
し
て
一ゴ
イご
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

竹
田
市
立

荻
小
学
校

校
長

「

ヽゝ

Ｊ
ｒ
マ

　

三

後
藤
　
秀
成

（
平
成
４
年
卒
）

出
身

豊
後
大
野
市
二
重
町

４
月
、
大
分
市
の
大
在
中
学
校
か
ら
荻
小
学
校
に
新

任
校
長
と
し
て
赴
任
し
ま
し
た
。
竹
田
市
で
の
勤
務
は

初
め
て
で
す
。

私
の
学
校
経
営
の
基
本
方
針
は

「安
心

・
安
全
で
楽

し
い
学
校
づ
く
り
」
と

「
教
職
員
の
和
」
で
す
。
本
校

の
校
訓
で
あ
る

「考
え
る
力

・
や
さ
し
い
心

。
た
く
ま

し
い
体
」
を
基
本
に
学
校
教
育
目
標

「心
豊
か
で
た
く

ま
し
く
、
未
来
社
会
を
創
造
し
、
郷
土
荻
を
愛
す
る
児

童
の
育
成
～
み
ん
な
で
学
び
に
向
か
う
た
の
し
い
学
校

～

ｏ
，

８
ｏｏ
ｏ
ぎ
〓
８
”
①
ｏ

，
Ｒ
Ｐ”
①
～
」
を
設
定
し
ま
し

た
。
「
明
日
も
行
き
た
く
な
る
学
校

・
明
日
も
通
わ
せ

た
く
な
る
学
校

。
明
日
も
勤
め
た
く
な
る
学
校

・
地
域

に
愛
さ
れ
る
学
校
」
を
め
ざ
し
て
日
々

「＞
ｒ
ｒ

『
〇
卿

０
目
Ｆ
∪
”
∪
Ｚ
」
で
学
校
経
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
教

職
員
に
は

「
一
人
職
を
大
切
に
し
、
何
で
も
話
せ
る

。

頼
れ
る
風
通
し
の
良

い
職
場
、
そ
し
て
、
頑
張
り
を
認

め
適
宜
評
価
す
る
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場
づ
く
り
」
を

目
指
し
ま
す
。

何
事
も
前
向
き
に
と
ら
え
、
持
ち
前
の
明
る
さ
と
情

熱
を
前
面
に
出
し
、
荻
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
明
る

い
未
来
の
た
め
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

目
圏
薗
盗

教
師
に
な
っ
て
感
じ
た
こ
と

豊
岡
小
学
校

教
諭

河

原

　

尚

平

（令
和
３
年
卒
）

出
身

佐
賀
県
武
雄
市

今
年
の
４
月
、
小
さ
い
頃
か
ら
の
夢
で
あ

っ
た
教
員

と
し
て
働
け
る
こ
と
に
、
ワ
ク
ワ
ク
感
と
少
し
の
不
安

靱

を
抱
き
、
赴
任
先
の
小
学
校
に
行
き
ま
し
た
。
赴
任
先

の
小
学
校
は
、
自
然
が
豊
か
で
全
校
児
童
が
３０
人
程
度

と
と
て
も
小
さ
な
学
校
で
し
た
。
教
員
人
生
初
め
て
の

こ
の
学
校
で
、
ど
ん
な
生
活
が
で
き
る
の
か
な
と
想
像

し
、
さ
ら
に
ワ
ク
ワ
ク
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

始
業
式
の
日
、
子
ど
も
た
ち
と
出
会

い
、
担
任
と
し

て
の
仕
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
初
は
、
私
も
子
ど
も

た
ち
も
互
い
に
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、
月
日
が
経

つ

ご
と
に
子
ど
も
た
ち
と
の
距
離
も
縮
み
、
徐
々
に
個
性

や
特
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

私
が
目
指
す
学
級
は
、
子
ど
も
た
ち
全
員
が
学
校
に

行
き
た

い
と
思
う
よ
う
な
居
心
地

の
良

い
ク
ラ
ス
で

す
。
子
ど
も
た
ち
を

一
番
に
考
え
、
担
任
と
し
て
何
が

で
き
る
の
か
、
ど
ん
な
支
援
が
必
要
な
の
か
を
常
に
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。
学
級
担
任
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
私
自

身
も

一
人
の
教
員
と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す

纏

編
集
後
記

私
は
退
職
後
、
今
ま
で
と
違
う
こ
と
を
し
て
み
た
い
と
思
い
、

「司
書
資
格
」
を
取
得
し
、
図
書
館
司
書
と
し
て
学
校
に
三
年

間
勤
務
し
た
。
教
員
と
は
ち
が
う
視
点
か
ら
学
校
を
見
る
こ
と

が
で
き
、
先
生
方
の
苦
労
や
現
在
の
学
校
の
置
か
れ
て
い
る
状

況
を
改
め
て
知
る
な
ど
い
い
経
験
を
し
た
。
以
前
の
学
校
と
比

べ
、
学
校
現
場
は
非
常
に
忙
し
く
な
っ
て
い
る
こ
と
も
感
じ
た
。

先
生
方
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
日
々
大
変

で
あ
ろ
う
が
、
私
の
好
き
な

「相
田
み
つ
を
」
の
言
葉
に

『ひ

と
つ
ひ
と
つ
　
か
た
づ
け
て
ゆ
く
ん
だ
ね
　
具
体
的
に
ね
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
。
大
変
で
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
片
づ
け
て
い
く

し
か
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

（
〇

・
Ｙ

）
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豊
友
会

（大
分
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
）
学
部

の
再
編
に
あ
わ
せ
て
名
称
を
検
討
し
変
更
し
て

き
ま
し
た
。

・
昭
和
２８
年

「大
分
大
学
学
芸
学
部
同
窓
会
」

。
昭
和
４１
年

「大
分
大
学
教
育
学
部
同
窓
会
」

・
平
成
１１
年

「大
分
大
学
教
育
福
祉
科
学
部
同
窓

〈
至

・平
成
ワ
年

「豊
友
会
」
に
変
更
し
現
在
に
至
る
。

平
成
２８
年
度
か
ら
実
践
型
教
員
養
成
機
能
強

化
の
た
め
学
部
名
を
大
分
大
学
教
育
学
部
と
改

め
る
。

令
和
元
年
度
総
会
に
お
い
て
会
名
変
更

「大
分

大
学
教
育
学
部
同
窓
会

豊
友
会
」
と
す
る
。

本
会
の
目
的
は
、
「会
員
の
友
誼
を
温
め
母
校

一一一一一一一一眸一一一一一一一一一一
の
発
展
充
実
に
努
め
、
大
同
団
結
し
て
教
育

・

文
化
の
振
興
、
量
（生
社
会
の
実
現
に
資
す
る
」

こ
と
と
し
、
会
員
相
互
の
親
睦

（会
員
の
名
簿

・

機
関
紙
の
発
行
、
講
演
会

・
懇
談
会
の
開
催
）
、

名

称

目
的
及
び
事
業

CHECK:

母
校
経
営
に
関
す
る
後
援
、
研
究
に
対
す
る
援

助
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
提
携
な
ど
の
事
業
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

○
本
部
の
活
動

・
総
会
　
毎
年
５
月
中
旬
、
前
年
度
の
総
括

と
新
年
度
の
事
業
計
画

。
会
報
の
発
行
年
２
回

。
大
学
と
の
交
流
事
業

。
会
員
名
簿
の
作
成

・
外
国
人
学
生
と
の
交
流
事
業

・
大
学
へ
の
研
究
援
助

・
講
演

・
記
念
事
業
な
ど

○
支
部
の
活
動

・
総
会
と
講
演
会
、
竹
田
支
部
会
報
の
発
行
な
ど
。

明
治
９
年
創
立
以
来

（同
窓
会
は
同
２８
年
発

足
）
２
万
７
千
名
余
り
の
卒
業
生
の
う
ち
、
現
在
、

１
万
名
余
の
同
窓
生
が
県
内
外
で
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。
学
部
の
特
殊
性
か
ら
大
分
県
内
で
の

就
職
が
多
く
、
県
内
に
２
６
支
部
の
組
織
が
で

現
在
の
活
動
の
主
な
も
の

現
状
と
課
題

き
て
お
り
ま
す
が
、
県
外
に
も
関
西
、
関
東
、

熊
本
、
福
岡
、
宮
崎
の
５
支
部
が
出
来
て
い
ま
す
。

竹
田
市
支
部
と
し
ま
し
て
も
現
在
、
歴
史
と

伝
統
あ
る
同
窓
会

｛豊
友
会
｝
の
目
的
及
び
事

業

（上
記
２
）
の
達
成
の
た
め
連
携
を

一
層
強

化
し
た
い
と
考
え
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

す
。以

下
の
こ
と
を
参
照
の
上
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（１
）
会

費

・
年
１
，
３
０
０
円

（本
部
費
…
８
０
０
円

支
部
費
…
５
０
０
円
）

。
毎
年
２
回
発
行
し
て
い
る
会
報

『豊
友
会

会
報
』
を
お
届
け
す
る
際
に
集
金
し
ま
す
。

・
活
動
の
様
子
や
同
窓
会
の
情
報
に
つ
い
て

も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

（２
）
そ
の
他

。
県
豊
友
会
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（大
分
大
学

教
育
学
部
同
窓
会

豊
友
会
）
も
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
各
種
情
報
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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